
「認定看護師に期待すること」 

～知識と技を強みに連携づくり～ 

副院長（事）看護部長 高田 翠  

皆さんもご存じのとおり、看護部では現在１６名の認定看護師が在籍しています。高度な専門医

療を行う当院の医療の一翼を担い、全看護要員９３７人の看護における専門的知識と技術、看護水準

の向上を図っています。 

認定看護師は期待され求められることが多く、リスクを請け負うこともあり、大変なこともある

かと思います。しかしそれは、皆さんの役割が組織の中でいかに重要であるかを示すものであり、皆

さんに与えられた責任でもあります。相談を受ける中には、「内容が少し的を外れている」と感じる

ことがあるかもしれません。しかし、看護師は皆さんを信頼し支援を期待するからこそ相談していま

す。 

専門に分化された認定看護師である前に、“人格の高い人となれ”と私は望みます。それが、認

定看護師の資格に相応しいと信じます。どんな相談も支援を求める現場の声として傾聴し、共に考え、

実践されることを求めます。 

組織の中では、活動の場に制限があるかもしれませんが、内外に力が発揮できるように組織の位

置づけを明確にしていかなければならないと考えています。 

行った成果を皆で共有し、関係が深まる環境づくりに取り組むことを期待します。 

研修のご案内 「グリーフケア」 

日 時 ： 平成２５年２月１日（金） １７：３０～１９：３０ 

場 所 ：１０階講堂 
これまで私たち認定看護師は、各々の専門分野での活動を行ってきました。 

今回、分野の違いを越えて連携することで、スタッフの皆様の関心を高めていただ 

ける研修会を行うことはできないかと考え、今年度より研修会の企画・運営を開始 

しました。 

第１回目は「グリーフケア」です。グリーフケアの質の向上を目指しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

分野 名前 所属 分野 名前 所属 

皮膚排泄ケア 石橋千代美 在宅支援室 

集中ケア 

安原 光子 ICU 

救急看護 

河野 美雪 看護部長室 石本やえみ 中６病棟 

笠井 有希 
救命救急 

センター 
緩和ケア 

橋本 寿子 外来１階 

板原 容子 救急外来 井上 智恵 東７B 病棟 

新生児 

集中ケア 

小田 玲子 東８Ａ病棟 小児救急看護 山根 民子 東９B 病棟 

柚木麻由子 東５Ｂ病棟 

感染管理 

多田 裕貴 
医療支援 

センター 

糖尿病看護 中村麻里子 
人工腎臓 

センター 
竹内 哲也 手術室 

手術看護 中西 恵子 手術室 
摂食・嚥下障害

看護 
藤井 博美 西９病棟 

 

 

 

皮膚・排泄ケア認定看護師：石橋千代美さん 

救急看護認定看護師：板原 容子さん 

感染管理認定看護師：竹内 哲也さん 

竹内です！ 

微生物学の演習で 

鼻ほじほじ・・・ 

 平成 24 年年度に誕生した認定看護師 

板原です！ 

救命技術指導の模擬授業。 

臨場感の演出で白衣着用 

石橋です！ 

息抜きで訪れた奈良東大寺にて 

私は、讃岐うどんで有名な香川県の看護協会での教育課

程で学びました。 

生まれて初めての一人暮らしに、最初は楽しくて仕方あり

ませんでした。しかし、研修が進むにつれて孤独との戦い･･･

改めて家族のありがたみを感じました。今後も、継続して学ぶ

姿勢を忘れず頑張っていきますので、よろしくお願い致しま

す。 

京都市にある京都橘大学看護教育研修センターで学びました。 

大学なので当然大学生がたくさん。入試の時期は保護者に間違え

られました…。学食は安い早い美味い！朝は 100 円で朝食が食べら

れます。 

研修生活は楽ではありませんが、好きな事を集中して学べ、同じ

目標をもつ仲間もできた貴重な７ヶ月でした。経験を積んで、皆さん

の力になれることが目標です。 

研修では、単位取得のために科目試験やレポートをこなさなければな

りませんが、たまには（たびたび？）息抜きに夜の街へ繰り出し、酒を片

手に深夜まで感染管理の話をしていました。それくらい一つのことに集中

できる機会は二度とないと思います。 

全国に同期の仲間ができたことは自分の財産です。学んできたことを

還元できるよう頑張ります。よろしくお願いします。 
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★コンサルテーション（相談）★ 

認定看護師の役割の一つに、コンサルテーション（相談）があります。本来は、「内外の資源を用いて、問題を解決し変化

を起こすことができるように、その当事者やグループを手助けしていくプロセス」のことを言います。臨床では具体的に直接ケ

アを実施しながら、協働的に解決を図っていくことが多いと思います。 

「困ったな、どうしたらよいのだろう。」という時には、認定看護師までお気軽にご相談ください。 

認定看護師一覧 

編集後記  この度、認定看護師からのお便り“CN だより”第１号を発行することができました。 

今後も定期的に発行し、新しい情報を発信していきたいと思います。（井上・中村・笠井） 


